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議会事務局の目標（平成２４年度）自己評価書 

 

議会事務局長 斉藤 広  

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 議会改革に係る取り組みへのサポート 

（１）先進地への議会視察研修 

   平成 17 年度から休止していた議員による先進地視察研修を行うことに

より、当町議会の改革に向けての検討材料とする。 

（２）研修会の実施 

講演等による研修会を実施し、議員の資質向上に努める。 

（３）議会改革プロジェクトチームの設置 

   プロジェクトチームを設置することにより、一問一答等の議会運営につ

いての検討を行い、全員協議会において実施の有無を協議する。 

上記（１）から（３）までについては、議会事務局において充分なサポートを 

する。 

２ 議会だよりの編集について 

  「議会だよりしすい」については、今後特別委員会を設置し、最終的には 

議員による編集・発行が行われるような支援体制づくりを行う。 
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昨年 10 月に福島県西郷村議会を視察しました。議員 16名

の内 11 名が参加し他町村の議員との意見交換を行い、大

変参考になったとの意見が多数ありました。 

議会改革に伴う議論がなされなかったため、実施しません

でした。平成 25 年度は、予算計上済みです。 

議会改革プロジェクトチームが設置されなかったことか

ら事務局としては、サポートを行っておりません。平成

25 年度は、特別委員会が設置されますので、当該委員会

の円滑な運営をサポートすることができます。 

 

昨年は、設置されませんでしたので、達成することはでき

ませんでした。 

なお、議長との打合せでは、平成 25 年度設置する予定で

す。 

 

達成度：H25.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 


